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場所打ち杭用杭頭半固定工法の開発
その1　開発背景と工法概要

正会員○吉松敏行 （鹿島建設）　　　　同　伊勢本昇昭 （戸田建設 ）
　 同　　 　西村憲義 （三井住友建設 ） 同　山浦一郎 （五洋建設）
　 同　 　　許斐光生 （高周波熱錬 ）　　同　魚住正志（長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ）
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【はじめに】
本工法は、プレキャストコンクリートリングを杭頭にかぶせ、杭頭
中央に引張定着筋を配筋した杭頭半固定接合法である。杭頭の
固定度を緩和するので、杭頭の地震時損傷を低減できる。地震時
に生じる杭頭部引張力にも抵抗できる。杭頭接合断面縮小による
効率的な半固定化を実現させた、場所打ち杭用杭頭半固定工法
である。

【適用範囲】
① 杭種は場所打ちコンクリート杭

（鋼管巻きも含む）
② 杭径は800～3000mm
③ 杭体のコンクリート設計基準強度Fc

Fc≧21N/mm2

【伝達メカニズム 】

杭頭曲げ

摩擦力
(圧縮軸力時のみ)

PCリングせん断力

引張定着筋引張力

杭頭圧縮軸力
＋ 付加圧縮力

PCリング定着筋

緩衡材（発泡ポリエチレン）
　杭頭曲げ抵抗を低減

引張定着筋
引張軸力を伝達

基礎配筋

基礎底面レベル

PCリング

高強度スパイラル筋
杭頭部のせん断補強

【工法概念図 】
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杭径の決定

引張定着筋のタイプ選択

各杭の負担せん断力Qの算定

等価初期回転剛性K1の算定

杭頭モーメントMp – 回転角θp関係設定

杭頭せん断力Qp – 杭頭固定度α関係算出

せん断力の分配

杭頭変位y0の算定

判定

杭の断面算定

判定

PCリングのタイプ選択

判定

END

杭頭の同一変位条件を満たすように
各杭の負担せん断力を再分配
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【簡易設計フロー】

【PCリングのタイプ選択】

②ＰＣリングの設置
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シース

杭頭レベル

コンクリートはつり

杭主筋補正の場合の
カットレベル

①シースの設置・
　コンクリート打設・杭頭処理

【施工フロー例】

【標準仕様】　

【開発の体制と開発項目】

ｷｬﾌﾟﾃﾝﾊﾟｲﾙ工法研究会 開発項目

・鹿島建設㈱
・㈱奥村組
・五洋建設㈱
・戸田建設㈱
・飛島建設㈱
・西松建設㈱
・㈱長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
・松井建設㈱
・三井住友建設㈱
・高周波熱錬㈱

・工法検討
・実験
・設計
・解析
・施工
・コスト
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レベル調整
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緩衝材

緩衝材

③引張定着筋の設置・
　　モルタル充填

杭頭レベル

追加するフープ（1.5巻）

モルタル充填

引張定着筋

引張定着筋

杭頭レベル

基礎下端

捨てコンクリート

捨てコンクリート

杭頭部緩衝材

杭頭部緩衝材

④杭頭部緩衝材の設置・
　　捨てコンクリート打設
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rD1 ： 内径＝杭径＋100mm
rD2 ： 外径
tc ： コンクリート厚　120mm
　　　　　　　　　　　　　　　（150mm)
ts ：鋼板リング厚4.5～25mm
L1 ：450～550mm

定着筋 ：D16,D19（SD390）

PCリングと杭のクリアランス
　　　 　： ΔS=30±20
PCリングと杭の重ね長さ
　　　 ： ΔH=70±20（90±20）

　　　 （　）内は杭径2100mm以上

高強度
スパイラル筋


